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· 出席者は記録者が印を付ける。

＜全体連絡＞
・6月6日（土）9:30～10:30グループホーム青風荘で避難訓練があります。
・マスク滅菌庫が届いています。本日より試運転していく。

＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒・まずは内科かかりつけ医に相談し指示に従う。内科かかりつけ医がない場合は青南病院に相談し、指示に従う。4日以上解熱しない場合は八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜書類等の作成・及び点検について＞

『疾患別診療計画書・ラズミー・転倒評価の作成について』

・２人一組で担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成度、電子カルテへの登録が済んでいるか今後確認し期日に間に合わない場合はお互いで協力し期日を守って行う。ラズミー等の評価も同様
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田
・疾患別診療計画書のチェックが済みましたので、不備のある利用者様分は5月末までに書類の整備をするように。通所リハのフォルダーにあります。

・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
　4月～6月日誌：デイケア：久保・鳥谷部　
　　　　　　　　　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も
　　　　　　　　　デイナイトケア：藤田・戸賀沢
　4月～6月電カル：各担当：2人ペアで確認　
＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載有無
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞

デイケア
・佐々木　理佳様～5月15日デイケア再開していたが、就労支援B型事業所「アールネクスト」の体験利用を行っており、デイケア利用は無く経過していた。本人様に今後のデイケア利用について確認を行うと、B型事業所での就労予定である為デイケアに通うことは困難であると聞かれた。主治医指示により本日利用中止となる。　
・竹谷　龍道様　～本日体験利用実施予定であったが、9：30分頃母様より電話連絡があり。家を出る直前に腹痛の訴えが聞かれ、本日は行きたくないと強く聞かれたとの事。母様としては今後利用して欲しいとの事で、次回の体験利用については本人様と確認を行い後日連絡を頂く事としている。
デイナイトケア
・古川　富蔵様　～青風荘より情報提供あり。夕食時は主菜を残食している。17：30の体温36.9℃、21：00に36.5℃、左下肢の発赤は持続しており、熱感あるため、クーリング実施し、自室で安静臥床していたとのこと。本日も体調不良の為デイナイトケアは欠席となる。
























・古舘　ヨリ様　～青風荘より情報提供あり。昨日で排便6日間無く、日中排便なく、就床前にピコスルファートナトリウムを15滴服用している。腹痛・腹部膨満感はなく、今朝も排便ないとのこと。
ショートケア
・特記無し
